
はじめに

　石川県においてニホンジカ（Cervus nippon）（以下，
シカ）が高密度化した場合に，危惧される問題の一
つに，白山の高山植物への影響が挙げられる。シカ
が低地に高密度に生息する地域では，高山帯に侵入
して高山植物に甚大な被害を及ぼした事例が報告さ
れている（中部森林管理局, 2007）。石川県では，生
息密度が低いと考えられている現状から白山麓のシ
カ生息状況を把握するため2019年からライトセンサ
スを実施しており（近藤ほか，2019），今回は2019
年から2023年までの 5 年間に行った調査結果につい
て報告する。

方　　法

　調査は2019年から，毎年11月中旬から下旬にかけ
て石川県白山市の林道を中心に，表 1 の調査ルート
で行った。2023年は過去 4 年間の結果と調査地の状
況をもとに，調査地を 4 つに絞り，シカがこれまで
もよく見られた瀬波地区に関しては，日を数日設け，
出没状況を把握するために，複数回の調査を行うこ
ととした。標高40－830m，1 ルートにつき 6－17 
kmで調査を行った。（表 1，図 1）。調査ルートの植
生はブナ，ミズナラなどの落葉広葉樹林を中心とし
て，一部にスギ人工林が点在する。調査時間は日没

後のおおむね17時半から20時半の間として，運転手 

1 人，観察者 2 人ないし 3 人で行った。車はハイビー
ムをつけて時速10km程度で走行し，観察者はスポッ
トライト（Q-Beam 400,000 candlepower BIG MAX, 

BRINKMANN社製）で左右をそれぞれ照らして動
物を探した。動物を発見した場合は停車し，必要に
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表 1　調査概要
調査地 標高 距離(km) 日付 時間 調査者ほか

西山 660-1070m 9

2019 通行止のため実施せず
2020/11/19 17:37-18:06 八神，小川，宮崎
2021/11/19 17:31-18:30 八神，宮崎，稲田
2022/11/22 17:30 川畠，近藤，有本
2023 本年度中止

赤谷 470-830 10

2019/11/22 18:45-19:48 八神，宗田，稲田
2020/11/19 18:37-19:23 八神，小川，宮崎
2021/11/19 19:03-20:44 八神，宮崎，稲田
2022，2023 通行止のため実施せず

市ノ瀬 530-830 10

2019/11/18 17:45-18:39 八神，北市，宗田，稲田
2020/11/17 17:48-18:34 八神，宮崎，稲田
2021/11/16 17:37-18:20 八神，宮崎，有本
2022/11/21 17:25-17:50 川畠，宮崎，北原
2023/11/21 17:40-19:18 川畠，北原，小倉

瀬波 300-490 6

2019/11/29 17:42-19:05 八神，小川，北市，野上
2020/11/26 17:38-18:28 八神，北市，小川
2021/11/29 17:39-18:38 八神，川畠，村中，稲田
2022/11/22 19:07-20:34 川畠，近藤，有本
2023/11/22 17:23-18:49 川畠，近藤，小倉
2023/11/27 17:18-19:00 川畠，村中，北原，有本
2023/12/4 17:39-19:19 川畠，北原，有本
2023/12/6 17:27-18:17 小倉，近藤，安田

高倉山 310-990 17
2019/11/26 17:22-19:29 八神，小川，宗田，野上
2020/11/24 17:20-18:52 八神，北市，稲田
2021，2022，2023 通行止のため実施せず

原沢
2022より 40-130 5 2022/11/24 17:29-18:22 川畠，北原，近藤，村中

2023/11/20 17:44-18:27 川畠，北原，近藤
五十谷
2022より 200-330 6 2022/11/24 18:32-20:11 川畠，北原，近藤，村中

2023/11/20 18:36-19:45 川畠，北原，近藤
※調査者の先頭は運転手兼



応じて双眼鏡やフィードスコープを用いて動物の種
類を確認し，位置情報とともに記録した。地図は国
土地理院の電子地形図25000を加筆改変して使用し
た。

結　　果

　2023年は，原沢，五十谷，市ノ瀬の 3 つのルート
でシカを計 4 頭確認した。そのうち，原沢は2022年
の雌 2 頭の確認に続き，2023年は 3 尖の雄 1 頭が目
視されたが，五十谷では，2023年は確認できなかっ
た。また，市ノ瀬においては，2019年の調査開始以
来，初めての目撃となり，雌 2 頭、雌雄不明 1 頭の
計 3 頭の確認であった。今回，瀬波では，のべ 4 日
間（11/22，27，12/4，6）の調査を実施した。その内，
最終日を除く 3 日間にわたり，松尾山南斜面の山腹
から瀬波川河原にかけて，瀬波川を挟んだ対岸から
の距離にして約20－150mの範囲にシカを 2－8 頭確
認した。1 日目は，3 尖と 4 尖のそれぞれ雄 2 頭、2 
日目には，雄 4 頭，雌 4 頭からなる群れが松尾山山
腹から山頂にかけて移動する様子が見られた。3 日
目は、1 尖の雄 1 頭，3 尖の雄 1 頭の他、雌雄不明
のニホンジカ 3 頭も対岸山腹にいるところを目視で
きた。また，松尾山南側対岸となる高倉山北川斜面
においても 1 尖の雄 1 頭，3 尖の雄 1 頭を目視でき
た。
　シカ以外では，2019年にはコウモリ類（Chiroptera），
タヌキ（Nyctereutes procyonoides），ツキノワグマ（Ursus 

thibetanus），2020年には，テン（Martes melampus），ニホ
ンカモシカ（Capricornis crispus），タヌキ（Nyctereutes 

procyonoides），2021年にはイノシシ（Sus scrofa），ツ
キノワグマ，ニホンカモシカ，アカギツネ（Vulpes 

vulpes），2022年には，ニホンカモシカ，ニホンノウサ
ギ（Lepus brachyurus），ハクビシン（Paguma larvata），
アナグマ（Meles anakuma），テン，その他，年によ
り，中型不明，大型不明が目撃された。

考　　察

　シカは調査開始当初からのライトセンサス調査地
において，初めて2023年市ノ瀬で 3 頭も目視確認さ
れ，また，2022年からの新規調査地の原沢でも 1 頭
ではあるが，昨年の 2 頭に続き今年も確認された。
さらに，瀬波では，調査開始当初，シカを確認する
ことができなかったが，2020年に 1 頭，2022年に 5 
頭，2023年には調査期間 4 日のうち，3 日にわたり 

2－8 頭のシカが確認され，ここ数年で徐々に増加

傾向にあることがわかった。また，白山周辺地域で
は自動撮影カメラによる調査でシカの個体数が増加
する初期段階であり（北市ほか2021），糞塊調査で
も生息密度が増加傾向にあり（石川県，2022），今
回のライトセンサスの目撃数においても同様な傾向
がみられた。また，調査 4 日間の気温 4 ℃～ 13℃
の範囲では，出現数に影響はないと考える。今後シ
カの密度を低く抑えるよう個体群を管理していくこ
とが必要で，その基礎資料とするため，今回の瀬波
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表 2　目撃種と調査地
調査地

年 瀬波 原沢 五十谷 市ノ瀬 西山 赤谷 高倉山

目
　
撃
　
種

2018＊
ｶﾓｼｶ2
ﾃﾝ1 

中型不明1
－ － ｱﾅｸﾞﾏ1

ﾓﾓﾝｶﾞ 1 中型不明1
ｶﾓｼｶ2
ｷﾂﾈ1
ﾃﾝ1

ﾉｳｻｷﾞ 1
ﾀﾇｷ1 
ｶﾓｼｶ1

中型不明1

2019 なし － －
ﾀﾇｷ1

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ1
中型不明1

実施せず ｺｳﾓﾘ類1 なし

2020

ﾆﾎﾝｼﾞｶ1
ｶﾓｼｶ2 
ﾃﾝ1

中型不明3

－ － 中型不明1 なし ﾃﾝ1 ﾃﾝ1
ﾀﾇｷ1

2021

ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ2
ｷﾂﾈ1
ｶﾓｼｶ1

中型不明2

－ － なし なし

ﾆﾎﾝｼﾞｶ?4
ｲﾉｼｼ1 
ﾂｷﾉﾜｸﾞﾏ1
ｶﾓｼｶ1

2022

ﾆﾎﾝｼﾞｶ５
ｶﾓｼｶ6
ﾉｳｻｷﾞ 2
ﾊｸﾋﾞｼﾝ2
ｱﾅｸﾞﾏ１

ﾆﾎﾝｼﾞｶ2
ﾃﾝ1

ﾆﾎﾝｼﾞｶ2
ﾊｸﾋﾞｼﾝ1
中型不明2
大型不明1

なし なし

2023 表3に
別記

ｷﾂﾈ1
ﾆﾎﾝｼﾞｶ１

ｷﾂﾈ1
ﾀﾇｷ1

ﾆﾎﾝｼﾞｶ3
ｶﾓｼｶ2
ｷﾂﾈ1

中型不明1
＊近藤ほか（2019）より引用
中型不明はタヌキ、アナグマ、キツネと推測

表 3　瀬波における目撃種（頭数）

1回目 2回目 3回目 4回目

目撃種 11/22 11/27 12/4 12/6

ﾆﾎﾝｼﾞｶ♂ 2 4 4

ﾆﾎﾝｼﾞｶ♀ 4 △１

ﾆﾎﾝｼﾞｶ性別不明 2

ｶﾓｼｶ 1 １＋△３ 3 2

テン 2 1 1

キツネ

タヌキ

ハクビシン 1

イノシシ 1

ノウサギ 1 1 1

サル △1

中型不明 1 2

△：可能性高



の例のように地点の調査日数を増やすなど，修正を
加えつつ様々な手段を駆使して生息状況のモニタリ
ングを継続していくことが重要である。
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図１　調査地の全体図
（2023調査地は枠線付）


